
一丹
沢
再
生

の
み
ろ
く
山
の
会

結
ん
だ
。
大
山
周

塔
ノ
岳

（１
４
９
１
研
）
に
続
く

大
倉
尾
根
の
登
山
道
脇
で
■
月
、
大

き
な

「か
け
や
」
を
振
り
上
げ
、
本

の
く
い
を
打
ち
込
ん
で
い
る
年
配
グ

ル
ー
プ
が
い
た
。
横
浜
市
西
区
に
本

拠
を
置
く
登
山
者
団
体

「み
ろ
く
山

の
会
」
自
然
保
護
部
（鈴
木
茂
部
長
）

の
９
人
。
毎
月
第
２
土
曜
日
、
県
が

造
っ
た
丸
太
階
段
の
補
修
を
続
け
て

い
る
。「こ

こ
は
石
が
少
な
い
な
」
。
鈴

木
さ
ん
が
声
を
上
げ
る
と
他
の
メ
ン

バ
ー
が
登
山
道
脇
の
石
を
集
め
る
。

「″石
屋
″
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
ね
」

と
頼
ま
れ
た
男
性
会
員
が
大
き
な
ハ

ン
マ
ー
で
石
を
割
り
、
歩
き
や
す
い

よ
う
地
面
に
敷
い
て
い
く
。
階
段
の

傷
ん
だ
丸
太
を
交
換
し
、
く
い
で
押

さ
え
る
。

同
会
は
１
９
８
３
年
の
創
立
以

来
、
丹
沢
の
ご
み
収
集
を
続
け
て
き

た
。
大
倉
尾
根
の
登
山
道
整
備
は
８

年
前
に
ス
タ
ー
ト
。
雨
水
に
よ
る
浸

食
を
防
ぐ
排
水
溝

「水
切
り
」
も
４０

カ
所
設
け
、
大
き
な
効
果
を
挙
げ
て

い
る
。

管
理
す
る
県
は
、
利
用
者
の
多
い

登
山
道
６
コ
ー
ス
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
て
維
持
管
理
を
行
う

「県
民
連

携
重
点
路
線
」
と
設
定
。
大
倉
尾
根

辺
な
ど
残
る
３
コ
ー
ス
も
調
整
を
続

け
て
い
る
。

丹
沢
の
保
全
に
は
企
業
の
貢
献
も

大
き
い
。
自
動
車
販
売
の
ウ
エ
イ
ン

ズ
グ
ル
ー
プ

（横
浜
市
中
区
、
宮
原

郁
生
代
表
）
は
毎
年
１０
～
１２
月
を
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て
、
売
り
上

げ
の
一
部
と
顧
客
か
ら
の
寄
付
を
合

わ
せ
て
丹
沢
・
大
山
自
然
再
生
委
員

会
や
、
か
な
が
わ
ト
ラ
ス
ト
み
ど
り

財
団
な
ど
に
寄
付
。

９２
年
か
ら
続
け

累
計
１
億
２
９
０
０
万
円
余
り
に
上

る
。

「工
場
で
使
う
水
を
、
将
来
に
わ

た
っ
て
保
全
し
た
い
」と
話
す
の
は
、

綾
瀬
市
内
に
工
場
を
置
く
サ
ン
ト
リ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。
２
０
０
９

年
に
県
と
協
定
を
結
び

「サ
ン
ト
リ

ー

『天
然
水
の
森
　
丹
沢
』
自
然
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
東
丹

沢
の
県
有
林
５
７
７
診
を
整
備
す

る
。
こ
の
う
ち
標
高
が
高
く
、
今
ま

で
県
も
手
入
れ
で
き
な
か
っ
た
２
ｏ

２
診
を

「次
の
１
０
０
年
構
想
」
エ

リ
ア
と
設
定
。
昨
年
３
月
、
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
３
６
４
本
を
間
伐
し
、
今
後

も
１０
年
単
位
で
間
伐
を
続
け
る
。
年

間
、
丹
沢
だ
け
で
約
１
千
万
円
、
全

国
１７
カ
所
の

「天
然
水
の
森
」
で
計

１
億
円
以
上
を
投
じ
て
い
る
。

丹
沢
に
対
象
を
限
定
し
て
い
な
い

が
、
海
老
名
市
内
に
工
場
を
置
く
コ

カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
も

今
年
１０
月
、
水
資
源
保
護
の
協
定
を

県
と
、森
づ
く
り
の
協
定
を
厚
木
市
、

同
市
森
林
組
合
と
締
結
。
同
市
と
森

林
組
合
の
活
動
に
７
年
間
で
１
４
〇
一

０
万
円
を
助
成
す
る
。　
　
　
　
　
　

．

市
民
や
企
業
と
の
協
働
が
続
く
．

中
、
課
題
も
浮
か
ぶ
。
「神
社
で
は

な
い
の
だ
か
ら
、
規
則
的
に
丸
太
階

段
が
続
く
登
山
道
は
、
正
直
言
っ
て

う
れ
し
く
な
い
」
と
指
摘
す
る
み
ろ

く
山
の
会
の
鈴
木
さ
ん
は
、
「県
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
ど
の
よ
う
に
分

担
し
て
ど
の
よ
う
に
登
山
道
を
整
備

す
る
の
か
、
多
く
の
人
が
話
し
合
う

場
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
望
ん
で
い

る
。

（石
本
　
健
三
）

く
い
打

つ
て
階
段
補
修

か け や を 振 る っ て く い を 打 ち 込

み 、 丸 太 階 段 を 補 修 す る み ろ く山
の 会 の メ ンバ ー =丹 沢 0大倉 尾 根
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